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鴻巣および筑波におけるヒメ トビウンカの発生消長

伊 藤 清 光

(農業研究センター)

イネ縞葉枯 病 を媒介 す る ヒメ トビウ ンカ は関東 地方

で は年5～6世 代 を経 過 す る(奈 須,1974)。 縞 葉 枯

病 ウイル スに対す るイネ の感 受性 期 間 は幼 穂形 成期 こ

ろ まで(出 穂 約30日 前)で あ るこ とか ら(新 海,1980),

通常 イネ縞葉 枯病 発生 の多少 に関 して最 も重要 な ヒメ

トビウ ンカの世代 は第1世 代 成虫(第2回 成虫)と 考

え られ てい る。 したが って 第1世 代 成 虫 の発 生 時期,

発生 量,お よび これ らの年次 変動 を知 るこ とはイ ネ縞

葉枯 病 の発生 予察 のた め に必要 不 可欠 で ある。

ネ ッ トトラ ップ(岸 本,1969)は 飛 翔移動 す る ヒメ

トビウ ンカ成 虫の発 生消 長 を とらえ るの に非 常 に有効

で あ る。 本稿 で は,恒 常 的 にイ ネ縞 葉枯 病 の発生 が多

い埼 玉県鴻 巣市 と,発 病 が ほ とん ど見 られ ない茨 城県

筑波郡 谷 田部 町で,ネ ッ トトラ ップ に よって調査 した

ヒメ トビウ ンカの発 生消 長 につ い て述べ る。

調 査 方 法

口径1m,長 さ約2mの テ トロ ン ゴース製 ネ ッ トト

ラ ップ を埼 玉県鴻 巣市 にあ る農 業研 究 セ ンター鴻巣 試

験 地 の建物屋 上(地 上 約15m)(以 下,鴻 巣 と略す),

お よび茨城 県筑 波郡谷 田部 町 にあ る農業研 究 セ ン ター

の建 物屋 上(地 上 約25m)(以 下,筑 波 と略 す)に 設

置 し,5月 下旬 か ら毎 日,捕 獲 され る ウ ンカ類 を調査

した。

結 果 お よび 考察

鴻 巣 にお け る1981年 か ら1985年 までの5年 間の,5

月下 旬 か ら8月 まで の毎 日の ヒメ トビウ ンカ捕獲 虫 数

を第1図 に示 す。 また同 じく筑波 にお ける1983年 か ら

1986年 まで の4年 間の調 査結 果 を第2図 に示す 。鴻巣

におい て は,若 干 の年次 変動 は あ る もの の,第1世 代

成虫 の飛 来 は5月 末あ るい は6月 初 めか ら約1か 月 間

見 られ た。第2世 代 成虫 は7月 中旬 か ら8月 上旬 にか

け て,第3世 代 成 虫 は8月 中旬 か ら見 られ た。 そ して

8月 下旬 に は第4世 代成 虫が現 わ れ,世 代 が重 な って

見 えた(第1図)。

一方
,筑 波 にお いて は,第1世 代 成 虫 は4年 間 を通

じて ほ とん ど捕獲 され なか った。しか し第2世 代 成虫,

第3お よび第4世 代成 虫 は鴻巣 とほ ぼ同 じ時期 に,鴻

巣 での捕 獲数 と比 較 して ほ ぼ同数 が捕獲 された(第2

図)。 したが って 鴻 巣 と筑 波 の最 も大 きな差異 は,第

1世 代 成 虫 の捕獲 数 にあ る と言 える。松 井 ら(1983),

上 田 ら(1985)も 茨城 県南 西部 におい て ネ ッ ト トラ ッ

プに よる第1世 代 成虫 の捕 獲数 が少 ない こ とを報 告 し

て い る。 しか しこの原 因 が,第1世 代成 虫 の発生 量が

少 ない ため か,あ るい は6月 に はウ ンカの飛 翔移 動す

る 日没前 後 の時 間帯 に風 が な くて,ネ ッ ト トラ ップが

有効 に はた らか ない ため な どが 考 え られ るが,こ れ ら

の著者 はそれ につ い ては述 べ てい ない。

今 回の調 査 で は ヒメ トビ ウ ンカ とほ ぼ同時期 に捕 獲

され る ホ ソ ミ ドリ ウ ンカ につ い て も捕獲 数 を記 録 し

た。 ヒメ トビ ウ ンカ第1世 代 成 虫が発 生 す る6月 の1

か月 間 につい て,両 ウ ンカの捕獲 数 の年次 変化 を第1

表 に示 す 。筑波 で もホ ソ ミ ドリウ ンカ は鴻 巣 と同 じよ

うに捕 獲 され てお り,こ の結 果 か ら筑波 での ヒメ トビ

ウンカ捕獲 数 が少 ない 原 因が風 な どの気象 要 因 によ る

もの とは考 えに くい。 さらに,第2世 代以 降 の ヒメ ト

ビウ ンカ成 虫 は,多 数捕 獲 され てい る こ と(第2図)

か ら,ネ ッ ト トラ ップの設 置場所 や 高 さに も問題 はな

い もの と考 え られ る。 これ らの こ とか ら筑 波 での第1

世代 成 虫 の捕 獲 数が 少 ない の は,発 生 量 自体 が 少 ない

こ とに よる もの と考 え られ る。

近年 は筑波 近 辺 にお いて は イネ縞葉枯 病 の発 生 は少

ない。 この原 因 と して は第1世 代 成虫 の発生 量 が少 な

い ことばか りで な く,田 植 え時期,保 毒 虫 率 な ど も関

係 して い るで あろ う。 しか し何 らか の原 因に よって 第

1世 代成 虫 の発生 量 が低 くお さえ られてい る とい う事

実 は重要 で あ る。第2世 代 以 降の発 生量 は鴻 巣 と同様

に多 い こ とか ら,秋 か ら冬 にか けて の越 冬期 間 中,あ

るい は,越 冬 世代 か ら第1世 代 にか けての死 亡率 が高
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第1図 ネッ トトラップに よる ヒメ トビウンカ成虫の

    発 生経過(筑 波)

 線 が切 れた部分 は強風 な どによる欠側。

い もの と考 え られ る。今 後 ヒメ トビウ ンカ第1世 代 成

虫の発 生量 が少 な い原因 が具体 的 に何 に起 因 して い る

のか を究 明す る こ とは,ヒ メ トビウ ンカ の個 体群 動 態

お よ び縞 葉枯 病 の発 生 動 態 を知 る上 で重 要 な点 で あ

る。
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第2図 ネ ッ トトラ ップによるヒメ トビウンカ成 虫の

    発 生経過(筑 波)

 線 が切 れた部分 は強風 な どによる欠側。
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    数の年次 変化
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